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肘折温泉場虎列剌病予防組合 規約 

 

・第三条 衛生上に関する諸達し等、幹事に於て普及の通を計り、

常に注意を怠らざるものとす 

・第七条 毎年一回大消毒清潔法を施行し、悪疫を未萌に予防す

るものとす 

・第九条 患者発生したるときは、直ちに医師の診断を受け、役場及

び駐在所へ報告すべし 

・第十三条 組合内に於いて、患者発生したるときは、幹事は直ちに

浴場に入浴を禁するの標榜を貼付し、湯替を為し、消毒を施行したる

後にあらざれば入浴するを許さず 

・第十七条 組合の費用を以て消毒薬若干を備え置くものとす 

・第十八条 本規約九条に背きたるもの及び客人のコレラ病に罹りた

るものを、急に他へ輸送したるものは違約の過怠として十日以上患者

の看病人となし、第十条乃至第十二条に背きたるもの、または入浴禁

止の標榜ある浴場に入浴したるものは三円以上弐拾円以下の違約金を徴収す (間略 全二十条) 


